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任
期
満
了
に
伴
う
門
川
町
長
選
挙
は
、
4

月
13
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
安
田
　
修
（
や
す
だ
お
さ
む
）

氏
が
再
選
を
は
た
し
、
門
川
町
長
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
26
年
4
月
22
日
か
ら
平
成
30

年
4
月
21
日
。

　
ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
補

欠
選
挙
（
欠
員
1
）
で
は
、（
黒
木
　
裕
）

氏
が
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
26
年
4
月
13
日
か
ら
平
成
27

年
3
月
8
日
。

ご
あ
い
さ
つ

門
川
町
長
　
安
田
　
修

　
新
緑
の
候
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
こ
と

　
こ
の
度
の
門
川
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
信
託
を
賜
り
、
再
度
町
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
こ
の
町
に
生
ま
れ
、こ
の
町
で
育
ち
、こ
の
町
で
生
き
て
き
た
」

こ
の
愛
す
る
門
川
の
町
が
、
キ
ラ
リ
と
光
る
活
気
あ
ふ
れ
る
町
と
な
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
方
の
旧
に
倍
し
て
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
度
重
な
っ
た
大
災
害
以
来
、
我
が
国
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
遺
症
は
ま
だ
消
え
去
る
こ
と
は
な
く
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
選
択
と
集
中
」
を
図
り

な
が
ら
町
民
主
役
の
町
づ
く
り
へ
と
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
心
乱
さ
ず

打
っ
て
一
丸
と
な
り
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
痛
み
、
つ
ら
さ
、
悲
し
さ
を
自
分
の
こ

と
と
し
て
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
使
命
感
を
も
っ
て
事

に
あ
た
れ
ば
、
困
難
な
こ
と
で
も
必
ず
成
就
で
き
、

人
が
助
け
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
先
人
た
ち
の
偉
業
に
感
謝
し
、
栄
光
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
町
政
を「
も
っ
と
前
へ
」「
ま
だ
前
進
で
き
る
」

と
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
全
力
で
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

門
川
町
長
は
安
田
修
氏
が
再
選
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財
政
事
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の
公
表

財
政
事
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の
公
表
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　門川町では、町民の皆様が迅速に避難できることを目的に、年１回町内一斉の防災訓練を実施しておりま
す。南海トラフ巨大地震が発生し、大津波警報が発令された状況の訓練を沿岸部で、土砂災害に伴う避難訓
練を山間部の地域で開催します。
　皆様のご理解とご協力のほどをよろしくお願いいたします。

　○訓練日時
　　平成２６年５月２５日（日）　９：００～１０：００
　　（雨天の場合には、延期いたします。）
　　　　訓練の流れ　　８：００～　訓練を行う旨の事前広報（消防車や速報メール等）
　　　　　　　　　　　９：００～　訓練開始（沿岸部においては防災無線での呼びかけも実施）
　　　　　　　　　　１０：００　　防災訓練の終了

　○避難場所　　近隣の高台及び指定避難所
　　　　　　　　�各地区においては町指定の避難所がありますが、地域の実情にあわせた場所に避難してく

ださい。

　○�事前に、お近くの避難所までの避難経路、隣近所における助け合い、避難に要する時間等をお確かめい
ただくと訓練がスムーズに進行するものと考えます。

　○�本町は昨年 12 月、「災害緊急放送に関する協定」をケーブルメディアワイワイと締結しました。ＦＭひゅ
うがでは、当日 9時から 30 分間を津波避難訓練に伴う特別放送を予定しております。避難する際には、
ラジオ、防災リュックを持参して行動ください。

（お問い合わせ）総務課　消防防災係

　門川町では、平成２６年４月よりプラスチック製容器包装の分別を始めました。
　町民の皆さまには、ご協力をいただき誠にありがとうございます。
　さて、分別を始めて約１ヶ月を経過いたしましたが、今まで寄せられた質問をＱ＆Ａ方式で記
載させていただきますので、今後のプラ分別などのご参考にしてください。

Ｑ１　ごみを出す際の透明袋の大きさは？	 	 	 	 	 	 	 	 	
Ａ　　	１５～４５ℓの透明袋に入れて出してください。着色袋（完全透明ではない袋）または買

い物袋（レジ袋）で出しているごみは、収集できません。

Ｑ２　透明袋には名前を書くのか？
Ａ　　	透明袋にマジック等で名前を書いて出してください。

Ｑ３　プラスチック製容器包装は、清掃工場へ持ち込んでいいのか？
Ａ　　	可燃・不燃・資源ごみは清掃工場へ持ち込みできますが、プラスチック製容器包装ごみは、

清掃工場への持ち込みは出来ません。プラスチック製容器包装は通常のごみステーション
に出してください。

Ｑ４　燃えるごみの残飯や紙オムツ類は、新聞やレジ袋等で包んでもよいか？
Ａ　　	残飯（生ゴミ）、紙オムツ類に関しては、包んで透明袋（ごみ袋）に入れて出してもよいです。

ただし、包む場合は他の混入物を入れずに必要最小限にして下さい。（例えば、残飯だけを
包むことは出来ますが、残飯とその他のゴミを一緒に包むことは出来ません）その他の燃
えるごみについては、包まずそのまま透明袋（ゴミ袋）に入れて出して下さい。

Ｑ５　お弁当がらやトレイ類についたシールやラベルは、取って出すのか？
Ａ　　	シールやラベルは無理にとる必要はありませんが、取れるようであれば取って出して下さい。

Ｑ６　プラマークの横に「PP」や「PET」の表示があるが、これはプラとして出してもよいのか？
Ａ　　	プラマークがあればプラとして出せます。
　　　　※「PP」、「PE」、「PET」などの表示はプラスチック製容器包装の材質のことをいいます。

Ｑ７　	錠剤の薬の入れ物にプラマークと金属の表示があるがプラとして出すのか？それとも燃え
ないごみとして出すのか？

Ａ　　	プラとして出してください。

Ｑ８　	プラを出す際に、カップ・トレイ類、チューブ類などは、種類ごとに別々の透明袋（ゴミ袋）
に入れて出すのか？

Ａ　　	プラスチック製容器包装は、全て同じ透明袋にバラバラに入れて出してください。

Ｑ９　	食用油の処分の仕方、油容器の出し方は？
Ａ　　	食用油は紙や布などに浸みこませるか、市販の固化剤で固めて燃えるごみとして出して下

さい。油容器は、完全に使い切ってから水ですすいで洗い流して下さい。その後油容器は
乾燥させ、プラとして出して下さい。

Ｑ10　プラは汚れたままでは出してはいけないのか？	
Ａ　　�きれいな状態で出してください。きれいな状態にした後、水気が残っている場合には、乾

燥させるか、フキンで水気を拭きとって出してください。

※	名前（名字）の記載のないゴミ袋、中身が見えない様に新聞紙等で隠しているゴミ袋（中身全
体を見えなくしている）については回収されませんのでご注意ください。

環境水道課　環境係　☎（０９８２）６３－１１４０（内線２８６）

門川町一斉避難訓練への参加について 家庭ゴミの出し方～ご参考にしてください～



　平成２６年度門川町職員【建築士】採用試験を下記の実施要領により行います。
　なお、平成２７年４月１日採用予定の一般事務等その他の職種の採用試験については改めてお知らせする
予定です。

平成２６年度門川町職員【	建築士	】採用試験実施要領（抜粋）

１　採用試験の種類、職種、採用予定人員及び職務の内容
　　試験は、次の職種で行います。

２　受験資格（学歴は問いません。）
（１）年　齢

（２）資　格
　　受験者は、２級建築士又は１級建築士の資格を有する者に限ります。

（３）次のいずれか一つに該当する者は受験できません。
（ア）日本国籍を有しない者
（イ）成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
（ウ）禁錮

こ

以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
（エ）門川町職員として懲戒免職処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（オ）�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主

張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者
３　試験の日時、場所及び合格発表

４　試験の方法
　　次のとおり試験を実施します。

５　受験手続
（１）�受験票の送付先及び資格・賞罰・写真・応募の理由等を明記した「履歴書（市販のもので可）」と「２

級建築士又は１級建築士の資格の写し」を門川町役場総務課職員係までご持参または郵送（速達）し
てください。

（２）�受け付けの期間は５月１２日（月）～５月１９日（月）までとし、受付時間は午前８時３０分～午後
５時１５分とします。ただし、郵送（速達）の場合は５月１９日（月）の消印のあるものまで受付け
ます。

（３）受付けた方のうち、受験資格を有する方に受験票を送付します。
（４）応募及び問合せ先は次のとおりです。
　　　〒 889-0696　宮崎県東臼杵郡門川町本町１丁目１番地　門川町役場総務課職員係　
　　　電話　0982-63-1140（内線 240）　　
６　採用予定年月日
　　平成２６年７月１日より採用予定
７　給与等
　　給与等は門川町の一般職の職員の給与等に関する条例に基づいて支給されます。

8広報　　　　５月9 広報　　　　５月

　平成２６年度門川町消防団の退団式および辞令交付式が４月２日行われ、３２名の退団者に対し町
長より感謝状が授与されました。その後、江川新団長をはじめ副団長１名、分団長２名、部長５名、
新入団員１４名に対し辞令が交付されました。
　門川町消防団高級幹部・各部長は次のとおりです。



門
川
ホ
ワ
イ
ト
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
全
国
大
会
準
優
勝
!!

　
門
川
ホ
ワ
イ
ト
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
３
月
28
日
（
金
）
～
３
月
31
日
（
月
）
に

か
け
て
福
岡
県
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
第
７
回

春
季
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

見
事
準
優
勝
し
、
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
田
中
豊
和
監
督
が
「
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の
お
か

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
～
た
く
さ
ん
の

寄
附
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
、
全
国
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
附
金
は
、
ご
指
定
の
用
途
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
門
川
町
に
対

し
ま
し
て
熱
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
Ｈ
25
年
度
寄
附
】

福
祉
支
援
メ
ニ
ュ
ー
（
７
件
）

８
０
、０
０
０
円

子
育
て
・
教
育
支
援
メ
ニ
ュ
ー
（
23
件
）

４
２
０
、０
０
０
円

環
境
保
全
支
援
メ
ニ
ュ
ー
（
14
件
）

１
４
０
、０
０
０
円

町
長
お
ま
か
せ
メ
ニ
ュ
ー
（
34
件
）

３
９
０
、０
０
０
円

合
計
（
78
件
）

１
、０
３
０
、０
０
０
円

ホ
ン
ダ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
か
ら
刈
払
機

の
寄
贈

　
４
月
21
日
（
月
）、
ホ
ン
ダ
の
協
力
企
業
で
構

成
さ
れ
る
「
ホ
ン
ダ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
」
様
か
ら
、

学
校
内
や
地
域
の
草
刈
り
等
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
刈
払
機
を
門
川
小
学
校
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

�

　
門
川
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は

じ
め
多
く
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

校
内
外
の
環
境
整
備
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
刈
払
機
の
寄
贈
は
大
変
あ
り
が
た
く
、
今

後
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
よ
り
良
く
整
備
し

て
い
く
た
め
に
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。「
ホ
ン
ダ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
」
の
皆
様
　
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

げ
で
準
優
勝
で
き
ま
し
た
。
優
勝
ま
で
あ
と
一
歩

で
し
た
が
、
一
戦
一
戦
、
戦
っ
て
い
く
中
で
選
手

た
ち
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
門
川
ホ
ワ
イ
ト
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
み
な
さ
ま
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
後
の
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

家
庭
の
日
の
標
語
、受
賞
作
品
決
ま
る
！

応
募
数

【
児
童
・
生
徒
の
部
】

　
・
小
学
校
　
４
６
０
作
品

　
・
中
学
校
　
　
　
26
作
品

　
・
合
計
　
　
４
８
６
作
品

【
一
般
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
・
33
作
品

　
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
に
お
い
て
「
家
庭

の
日
」
の
標
語
募
集
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、児
童
・

生
徒
の
部
で
、
４
８
６
点
と
た
く
さ
ん
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
次
選
考
、
二
次
選
考
を
経

て
最
終
選
考
に
残
っ
た
41
作
品
の
中
か
ら
町
民
会

議
に
お
い
て
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
優

良
賞
４
点
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
に
つ
い
て
は
、
町
民
会
議
に
お
い
て

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
優
良
賞
２
点
が

選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
、
多
数
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
左
記
に
、
受
賞
作
品
と
受
賞
さ
れ
た
方

の
お
名
前
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
児
童
・
生
徒
の
部
）

最
優
秀
賞
　

『
楽
し
い
な
　
家
族
と
過
ご
せ
る
　
家
庭
の
日
』

門
川
小
６
年
　
立
花
　
り
こ

新
入
職
員
紹
介

　
平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
で
７
名
の
職
員
が
入

庁
し
ま
し
た
。
明
る
く
元
気
に
、
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
後
段
左
か
ら
】

内
山
田
　
宗
史【
税
務
課
　
主
事（
納
税
管
理
係
）】

仮
屋
田
　
泰
大【
建
設
課
　
主
事（
建
築
住
宅
係
）】

米
良
　
勇
平
　【
総
務
課
　
主
事（
情
報
対
策
係
）】

田
中
　
玄
　
　【
町
民
課
　
主
事（
町
民
窓
口
係
）】

【
前
段
左
か
ら
】

甲
斐
　
真
菜
美【
平
城
保
育
所
　
保
育
士
】

優
秀
賞

『
話
し
合
お
う
　
会
話
で
つ
な
が
る
　
家
族
の
き

ず
な
』

草
川
小
４
年
　
吉
海
　
夕
侑
妃

優
秀
賞

『
あ
い
さ
つ
は
　
自
然
と
笑
顔
に
な
る
　
魔
法
』

草
川
小
３
年
　
中
武
　
和
士

優
良
賞

『
家
族
み
ん
な
で
ま
ほ
う
の
言
葉
　
お
は
よ
う
・

お
や
す
み
・
い
た
だ
き
ま
す
』

西
門
川
中
３
年
　
川
内
田
　
咲
希

優
良
賞

『
食
卓
に
　
わ
ら
い
が
ひ
び
く
　
や
ね
の
し
た
』

西
門
川
中
１
年
　
姫
田
　
嵩
平

優
良
賞

『
う
れ
し
い
な
　
家
族
と
す
ご
す
　
い
い
時
間
』

門
川
小
６
年
　
黒
木
　
美
愛

優
良
賞

『
あ
さ
の
あ
い
さ
つ
　
え
が
お
で
す
れ
ば
　
す
て

き
な
い
ち
に
ち
は
じ
ま
る
よ
』

草
川
小
１
年
　
田
﨑
　
正
剛

※
26
年
3
月
31
日
時
点
で
の
学
年
に
な
り
ま
す
。

（
一
般
の
部
）

最
優
秀
賞

『
お
は
よ
う
と
　
笑
顔
の
ひ
と
声
　
家
族
の
輪
』

大
田
　
イ
サ
エ

優
秀
賞

『「
あ
り
が
と
う
」　
感
謝
の
気
持
ち
で
”愛
“
言
葉
』

池
田
　
ゆ
み
子

優
良
賞

『
家
族
で
一
緒
に
と
る
食
事
　
体
と
心
の
栄
養
剤
』

田
中
　
き
よ
み

赤
木
　
遥
香
　【
教
育
総
務
課
　
主
事（
総
務
係
）】

伊
勢
　
悠
里���【
平
城
保
育
所
　
保
育
士
】

５
月
は
赤
十
字
月
間
で
す
！

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
国
際
活
動
、
災
害
救
援
活

動
、
医
療
・
社
会
福
祉
事
業
、
救
急
法
・
家
庭
看

護
法
等
の
講
習
普
及
、
献
血
の
推
進
活
動
、
青
少

年
赤
十
字
の
育
成
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
社
資
（
社
費
・
寄
付
金
）
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
社
資
は
、
総
額
２
、６
１
１
、２
８
５
円
で
、
門

川
町
の
目
標
額
を
上
回
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
５
月
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
赤
十
字
の
思
想
と

活
動
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
赤
十
字
活
動
へ
の
参

加
と
活
動
資
金
（
社
資
）
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

る
運
動
月
間
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
　
門
川
町
分
区
長

優
良
賞

『
子
ど
も
の
言
い
分
よ
く
聞
こ
う
　
会
話
で
育
む

親
子
の
絆
』

木
下
　
智
弘

新
入
学
児
童
へ
の
、
交
通
安
全
対
策
用

品
の
寄
付
!!

　
本
年
度
も
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
に
対

し
て
、
防
犯
及
び
交
通
安
全
等
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
県
北
生
コ
ン
協
会
様
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
、
有

限
会
社
西
谷
産
業
様
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
登
下
校
を
ご
支

援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
早
速
、
町
内
各
小
学
校
新
１
年
生
に
配
付
し
、

児
童
の
安
心
・
安
全
な
登
下
校
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

10広報　　　　５月11 広報　　　　５月

国富町分区赤十字奉仕団との意見交換会の様子 福祉ふれあい祭に出店した時の様子

県北生コン協会
防犯ブザー

㈲西谷産業
ランドセルカバー
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※�なお、平成２６年３月までに交付した被保険者証につきましては、差し替えの必要はなく、基準額を読
み替えて対応できることとなっていますので、そのままお使いいただけます。
　平成２６年４月以降に交付した被保険者証の基準額については、新しい金額に変更されています。

　１号被保険者（６５歳以上）の方で要介護認定を受けていらっしゃらない方については、被保険者証に金
額の記載はありませんので、読み替えの必要はありません。

介護保険制度とは？
①４０歳以上で、対象となる病気（特定疾病）に該当する方、②６５歳以上の方　のいずれかで、要介護認
定を受けた方が、必要なサービスを１割の費用で利用することができる制度です。残りの９割分は４０歳以
上の方から納めて頂いている保険料と、国や県、市町村の税金で賄われています。
　高齢者の増加とともに、要介護認定を受ける方も増加しています。そのため給付費も年々伸びており、認
定を受ける方やサービスを利用する方が増えると、保険料も上げざるを得なくなってしまいます。　住み慣
れた地域で、いつまでも健康で自立した生活を送れるように、介護予防に努めましょう。
　また、サービスが足りているのに、限度額いっぱいまでサービスを利用したりすることも、サービスを利
用している方の自己負担が増えるだけでなく、全体の給付費が上がる原因となります。必要なサービスを必
要なだけ利用するように心がけていただくようにお願いします。

　介護が必要になる原因の病気には様々なものがありますが、門川町の認定者のうち、介護が必要になった
原因の病気で一番多いのは脳血管疾患です。脳血管疾患は生活習慣病であり、生活習慣を見直したり、適切
な治療を受けることで発症を予防できる病気です。１年に１回は健診を受けて、身体の健康チェックをしま
しょう。

お問い合わせ：福祉課　介護福祉係（内線 234）

　消費税が５％から８％へ変更したことに伴い、平成２６年４月１日より区分支給限度基準額が以下のとお
り変更になりました。

　消費税率が引き上げられたことを受けて、所得の低い方々や子育て世帯への負担を緩和するため、暫定的・
臨時的な取り扱いとして「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」が支給される予定です。給付
金は、平成 26 年 1月 1日に住民票のある市町村から支給されます。

※申請の時期・手続きなどについて
　現在、給付金に関する準備を進めています。申請の時期・手続きについては、６月下旬以降に実施を予定
しています。具体的な手続きの方法等は、決まり次第、広報かどがわやホームページ等でお知らせします。
しばらくお待ちください。

●支給対象者
　・平成 26 年度分の住民税が課税されていない方が対象です。
　　　ただし、�　・課税されている方に扶養されている場合

�　・生活保護の受給者である場合　�など
●支給額
　・１人につき 10,000円
　・下記の《加算対象者》は１人につき５,000円�を加算
　　《加算対象者》
　　　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者
　　　・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

●支給対象者
　　次のどちらの要件も満たす方が対象です。
　　　①平成 26 年１月分の児童手当・特例給付※を受給
　　　②平成 25 年の所得が児童手当の所得制限限度額未満
　��������　�※特例給付とは、所得が高額な方について、児童１人当たり月額5,000円を支給しているものです。

●対象児童
　　支給対象者の平成 26 年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　　　　ただし、　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
� 　　　　　・生活保護の受給者となっている児童　など���

●支給額
　　対象児童１人につき	10,000 円

【お問合せ先】門川町役場　福祉課

臨時福祉給付金 支給要件

子育て世帯臨時特例給付金 支給要件

は除きます。

は除きます。



14広報　　　　５月15 広報　　　　５月

「追納」をおすすめします！
　「
過
去
に
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間

が
あ
る
の
で
、
将
来
も
ら
え
る
年
金
額
が
少

な
く
な
る
な
あ
」
と
い
う
方
に
お
知
ら
せ
で

す
。
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、後
か
ら
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
が
で
き
る
の

は
、
追
納
が
承
認
さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内

の
期
間
で
す
。
追
納
す
る
こ
と
で
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※�

免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

に
は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
　
②�

認
印

手
続
き
を
す
る
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

門
川
町
役
場
　
町
民
課
医
療
年
金
係

（
電
話��

０
９
８
２
|
６
３
|
１
１
４
０
）

延
岡
年
金
事
務
所

（
電
話��

０
９
８
２
|
２
１
|
５
４
２
４
）
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＊「
ご
み
搬
入
許
可
証
」
が
、必
ず
、必
要
で
す
。

　
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
環
境
水
道
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
初
回
は
無
料
で
す
が
、

失
く
し
た
場
合
は
再
交
付
に
５
０
０
円
必
要

で
す
。
清
掃
工
場
内
で
は
、
車
内
の
ダ
ッ
シ

ュ
ボ
ー
ド
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
お
い
て
く

だ
さ
い
。

＊
ご
み
搬
入
量
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、

入
退
場
時
い
ず
れ
も
、
必
ず
、
計
量
し
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
計
量
完
了
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
ま

す
の
で
、
窓
を
開
け
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
に
つ
い
て
は
持

込
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
通
常
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
環
境
水
道
課
　
環
境
係

　
☎
６
３
|
１
１
４
０（
内
線
２
８
６
）

　
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
住
民
の
消
費

生
活（
悪
質
商
法
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な

ど
）
に
関
す
る
相
談
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

り
、
県
や
町
に
消
費
生
活
に
関
す
る
意
見
や

情
報
を
提
供
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
も「
架
空
請
求
」
や「
送
り
つ
け
詐

欺
」
な
ど
、
悪
質
な
手
口
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
お
近
く
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
に
も
、
消
費
生
活
に
関
す
る

こ
と
で
、
お
気
づ
き
の
点
や
困
っ
た
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

【
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

　
山
崎
　
珠
枝
　
さ
ん（
本
町
）

　
竹
本
　
眞
巳
　
さ
ん（
上
町
）

　　
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
い
合

わ
せ
は
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ほ
か
、
左

記
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

延
岡
地
方
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
|
３
１
|
０
９
９
９

産
業
振
興
課
商
工
係

☎
６
３
|
１
１
４
０（
内
線
２
９
１
）

５
月
の
連
休
期
間
の
ご
み
収
集
・

清
掃
工
場
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
の
『
く
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
』
を
紹
介
し
ま
す

生活や福祉の相談相手となる地域の民生委員・児童委員を紹介します。

こどもに関する悩みごと等の相談相手となります。

民生委員・児童委員及び主任児童委員に関するお問い合わせは、役場福祉課まで
☎（0982）63-1140（内線 232）

民生委員児童委員（町内44名を順次紹介させていただきます）

主任児童委員（町内３名の委員がいます）

松瀬：松川　恒子

上井野：矢野　貴子

三ヶ瀬：志田　幸子

本町：黒木　安幸

上井野：初田　節子

加草：渡邉　養子

小松：戸田　進

あやしいと
思ったら
すぐ相談！
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門
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
21
世
紀
を
担

う
中
学
生
を
国
外
に
派
遣
し
、
現
地
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
教
師
、
学
生
と
の
交
流
を

通
し
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
と
町
民
及
び
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
や
責
任
感
を
身
に
つ
け
、

国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
門
川
町
立
中
学
校

に
通
う
中
学
生
を
対
象
に
門
川
町
中
学
生
海

外
研
修
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
こ
の
海
外
派
遣
事
業
に
参
加

す
る
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
具
体
的
な
日

程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
５
月
中
旬
に
決
定
す

る
予
定
で
す
。
応
募
に
つ
い
て
は
門
川
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
時
　
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
各
講
座
共
通
】

●
定
員
20
名

　（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
）

●
受
講
資
格

　�

原
則
と
し
て
門
川
町
内
に
在
住
し
て
い
る

成
人
男
女

●
会
場

　
門
川
町
立
図
書
館
　
２
階
　
情
報
研
修
室

●
費
用�

　�
�

�
�

　
テ
キ
ス
ト
代
　
３
、０
０
０
円
程
度

●
申
込
方
法��

�
�

�

　
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込�

・�

お
問
合
せ

　
門
川
町
役
場
　
社
会
教
育
課

　
☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
６
６
）

　
資
源
ご
み
回
収
奨
励
事
業
の
受
付
申
込
期

間
が
平
成
26
年
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
申
し
込
み
さ
れ
る
方
は
環
境
水
道

課
環
境
係
に
登
録
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
登
録
申
請
書
は
環
境

水
道
課
環
境
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
門
川
町
役
場
環
境
水
道
課
環
境
係

　
☎
６
３
|
１
１
４
０（
内
線
２
８
６
）

○�

派
遣
先
及
び
派
遣
期
間

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
８
月
中
旬
～
下
旬

○
募
集
人
数

　
10
名
程
度

○
応
募
資
格

・
門
川
町
立
中
学
校
２
・
３
年
生

・�

心
身
と
も
に
健
康
で
、
団
体
行
動
の
と
れ

る
協
調
性
の
あ
る
生
徒

【
開
催
日
】

平
成
26
年
５
月
～
平
成
27
年
３
月（
計
11
回
）

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
対
象
者
】

小
学
校
４
年
生
～
６
年
生
と
保
護
者
　
20
人

パ
ン
作
り
を
通
し
て
、
食
と
環
境
を
考
え
る

体
験
学
習
。
自
然
体
験
や
農
業
体
験
か
ら
自

然
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

※
申
込
締
切
日
　
５
月
７
日（
水
）申
込
先
着
順

【
参
加
費
】

お
１
人
５
、８
０
０
円
（
全
日
程
分
）（
参
加

費
は
、
銀
行
振
り
込
み
。
別
途
振
込
料
が
必

要
に
な
り
ま
す
）
損
害
保
険
、
材
料
代
、
講

師
料
等
含
む
。

【
場　

所
】

森
の
学
舎
（
も
り
の
ま
な
び
や
）

※�

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
は
、
場
所
の
変
更

が
あ
り
ま
す
。

旧
西
門
川
小
学
校
松
瀬
分
校

　�

住
所
／
門
川
町
大
字
川
内
字
イ
カ
ダ
場

３
４
１
２
番
地
１

〈
申
込
・
問
合
せ
先
〉

電
　
話
　
０
９
８
２
|
９
５
|
７
８
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
８
２
|
６
３
|
０
０
０
９

森
の
学
舎
　
０
８
０
|
２
６
９
６
|
５
１
８
０

E-m
ail:offi

ce09@
kodom

onom
ori.info

Ｈ
Ｐ
　http://w

w
w.kodom

onom
ori.info

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
参
加
申
込
が
で
き
ま
す
）

〈
主
　
催
〉

特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
ど
も
の
森

・�

英
会
話
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
学
習
意

欲
の
あ
る
生
徒

○
参
加
費

　
一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
門
川
町
教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課

　
☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
６
８
）

　
平
成
27
、
28
年
度
に
お
子
さ
ま
が
小
学
校

へ
の
入
学
を
控
え
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ま

で
、「
小
学
校
で
の
学
校
生
活
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
？
」「
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ

う
か
？
」「
学
校
で
の
費
用
に
つ
い
て
援
助

制
度
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
な
ど
、
お
子

さ
ま
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
発
達
に
関
し
て
、

あ
る
い
は
育
児
や
教
育
に
つ
い
て
、
心
配
事

や
悩
み
を
お
も
ち
の
方
々
の
た
め
に
相
談
を

承
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
を
受
け
る
の
は
、
門
川
町
教
育
委
員

会
の
担
当
者
や
門
川
町
教
育
研
究
所
の
指
導

員
で
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
）

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課

（
門
川
町
役
場
本
館
２
階
）

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
６
８
）

門
川
町
教
育
研
究
所

（
五
十
鈴
小
学
校
南
校
舎
１
階
）　
　
　
　

　
☎
６
３
|
１
５
６
６

※
門
川
町
教
育
研
究
所
の
相
談
日
は
平
日

火
曜
日
～
木
曜
日
（
９
時
～
16
時
）

金
曜
日
（
９
時
～
12
時
）

　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
で
も
大
丈
夫
！
！

講
師
の
先
生
が
分
か
り
や
す
く
指
導
い
た
し

ま
す
。
あ
な
た
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

①
「
基
本
を
学
ぼ
う　

ワ
ー
ド
（
基
礎
）」

　

午
前
の
部

●
内
容

・
ワ
ー
ド
の
基
礎
知
識

・
文
書
の
印
刷

・
文
字
の
入
力

・
文
書
の
編
集

・
文
書
の
作
成

・
イ
ラ
ス
ト
や
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
の
挿
入
等�

【
日
　
程
】（
５
日
間
）�

６
月
５
日
（
木
）�

・
９
日（
月
）・
12
日（
木
）・

16
日
（
月
）・
19
日
（
木
）�

【
時
　
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

②
「
基
本
を
学
ぼ
う　

エ
ク
セ
ル
（
基
礎
）」

　

午
前
の
部

●
内
容�

・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識

・
表
の
作
成

・
簡
単
な
関
数

・
グ
ラ
フ
の
作
成
　
等

【
日
　
程
】（
５
日
間
）

６
月
23
日
（
月
）・
26
日
（
木
）・
30
日
（
月
）・

７
月
３
日
（
木
）・
７
日
（
月
）

「
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
」

の
ご
案
内

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集
!!

未
来
に
生
き
る
大
切
な
子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
一
人

に
応
じ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

就
学
前
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

第
４
期
生
参
加
者
募
集
！

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル

資
源
ご
み
回
収
奨
励
事
業
の
受

付
申
込
期
間
に
つ
い
て
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宮
崎
県
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
市
街
化
調

整
区
域
で
あ
る
小
園
・
城
屋
敷
地
区
及
び
中

村
地
区
の
指
定
既
存
集
落
の
内
、
新
た
に
指

定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、
住
宅
建
築
等

の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
既
存
宅
地
以
外
の
土

地
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
土
地
に
限
り
住
宅
等
の
建
築
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
改
正
の
詳
細
や
、
新
た
に
指
定

さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
建
設
課

に
て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
門
川
町
建
設
課
　
建
築
住
宅
係

　
☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
４
７
）

　
日
向
市
、
門
川
町
、
美
郷
町
、
諸
塚
村
、

椎
葉
村
の
１
市
２
町
２
村
で
構
成
す
る「
日

向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
」
で
は
、
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
、
名
称
を「
日
向
東
臼
杵

広
域
連
合
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
東
臼
杵
郡
北
部
の
旧
３
町（
北

浦
町
、
北
川
町
、
北
方
町
）
と
延
岡
市
と
の

合
併
に
伴
い
、
東
臼
杵
郡
を
構
成
す
る
自
治

体
が
、広
域
連
合
構
成
団
体
の
２
町
２
村（
門

川
町
、
美
郷
町
、
諸
塚
村
、
椎
葉
村
）
の
み

と
な
り
、
広
域
連
合
の
名
称
に「
南
部
」
を

表
記
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
日
向
東
臼
杵
広
域
連
合
」
に
変
更
し
た
も

　
犬
の
登
録
な
ら
び
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
会
場
に
犬
を
連
れ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

登
録
を
ま
だ
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
方
も
こ
の

機
会
に
登
録
・
予
防
注
射
を
済
ま
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
地
区
の

指
定
を
し
て
い
ま
す
が
、
都
合
の
悪
い
方
は

ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

や
む
を
得
ず
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご
確
認

の
上
、
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

医
師
会
在
宅
当
番
医
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
８
２
|
５
３
|
１
２
１
4

の
で
す
。

　
今
後
も
圏
域
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
と

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
広
域
行
政
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
〒
８
８
３
|
０
０
３
４

　
日
向
市
大
字
富
高
２
１
９
２
番
地

　
電
　
話
　
５
３
|
３
４
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
５
２
|
７
８
８
９

【
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
に
関
す
る
費
用
】

①
新
規
登
録
の
犬
の
場
合
（
６
千
円
）

登
録
手
数
料
３
千
円
（
登
録
は
生
涯
１
回
の

み
で
す
。）

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
３
千
円

②
登
録
ず
み
の
犬
の
場
合
（
３
千
円
）

※
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

動
物
病
院
で
受
け
て
も
同
じ
料
金
で
す
。
指

定
日
の
都
合
の
悪
い
方
は
動
物
病
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

指
定
既
存
集
落
の
住
宅
建
築
に

お
け
る
規
制
緩
和
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

「
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
」

の
名
称
を
変
更
し
ま
し
た

小
児
科  

日
曜
・
祝
日
在
宅
当
番

医
の
お
知
ら
せ

　
日
向
・
東
臼
杵
圏
域
は
、
宮
崎
交
通
が
運

行
す
る
路
線
バ
ス
と
市
町
村
が
運
行
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
同

士
の
乗
り
継
ぎ
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
意

見
が
以
前
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
バ
ス
同
士
の
乗
り
継
ぎ
が
分
か

り
や
す
く
、
バ
ス
を
利
用
す
る
主
な
目
的
で

あ
る
病
院
へ
の
通
院
を
考
慮
し
た
「
広
域
バ

ス
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線

上
に
あ
る
各
病
院
、
バ
ス
等
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

日
向
・
東
臼
杵
市
町
村
振
興
協
議
会

事
務
局（
日
向
市
総
合
政
策
課
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
８
２
︱
５
２
︱
１
４
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
２
︱
５
２
︱
１
４
５
５

犬
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ



22広報　　　　５月23 広報　　　　５月

5月のカレンダー
（平成24年４月11日現在）

土
4/27 2 3

土
29 30 5/1

日
28
月 火 水 木 金

4 9 106 7 85

11 16 1713 14 1512

18 23 2420 21 2219

25 30 3127 28 2926

憲法記念日

みどりの日 振替休日こどもの日

宮崎県障がい者
スポーツ大会
（宮崎県総合運動
公園）

心の杜休館日 行政相談日
（10：00～15：00
門川町総合福祉
センター）

乳児前期健診
（13：30～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

３才児健診
（13：15～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

門川町一斉避難
訓練
（9：00～10：00
町内各地）

特設人権相談
（10：00～15：00
門川町総合福祉
センター）

★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　�

　
５
月
26
日
は
、
４
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

５
月
26
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
６
月
10
日
に
再
振

替
し
ま
す
。
な
お
、
３
月
分
の
再
振
替
は
５
月
12
日
に
行
な
い
ま

す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　�

　
今
月
上
旬
に
水
道
料
金
４
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で

す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に
な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し

て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●量水器取替について
　�　環境水道課では、適切な水道使用量を測るため、計量法に基づき量水器が検定有効期間の８年に
近づいたものを順次取替交換を実施しています。
●量水器取替の内容
　�　取替作業の内容は、平成 19 年に設置した量水器を撤去し、新しい量水器の設置を実施します。取
替作業は下表事業者が実施します。
●取替費用について
　�　量水器取替費用につきましては、門川町が負担します。また、取替作業の際に量水器の接続部品
等の劣化・腐食・破損等が見つかりましたら、取替を要請する場合があります。量水器以外の部品
交換の場合は契約者負担になる場合もありますので事前にご相談いたします。
●取替事業者

●取替期間
　　平成 26 年５月７日～平成 26 年６月 30 日（時間 8：30 ～ 17:00）
●その他
　�　取替事業者は町が発行する「門川町環境水道課委託事業者証」を携帯していますので、必要があ
れば提出を求めてください。
●お問い合わせ先
　　〈門川町役場　環境水道課〉工務係　電話（代）63-1140（内線 281）（直）63-7678

水道使用契約者の皆様へ 水道用量水器取替実施のお知らせ
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●町内人口

（　　）内は前月

４月１日現在

男

8,742
（8,744）

9,728
（9,761）

18,470
（18,505）

6,965
（6,962）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎軽自動車税　　（1期）

今月の納期

＜作り方＞
　①切干大根と刻み昆布はさっと洗い、水でしっかり戻す。（または湯がいておく）
　②�かいわれ大根は根元を切り落とし、半分の長さに切る。かにかまは3等分にし、手でほぐし
ておく。ミニトマトは4等分に切っておく。

　③調味料を混ぜ合わせてドレッシングを作る。
　④材料をすべて混ぜ合わせ、ドレッシングと和える。

おすすめ野菜レシピ「切干大根の中華風サラダ」
～カルシウムや鉄分が豊富な切り干し大根を中華風サラダにアレンジ♪～

1人当たり：野菜85ｇ（目標量の約１/４）

1日にとりたい野菜の目標量は
350ｇです。

※目安は、1日５皿程度の野菜料理です!!
（問合せ先）町民課　健康づくり係


